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会長　　鈴木　英光

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より
■ 例会条：ホテル スエヒロ
■ 住　所：滝川市明神町2-2-16
■ 電　話：(0125)-22-3344
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755
■ メール：info@rotary.gr.jp
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
１、赤平・芦別・砂川・羽幌ＲＣより会

報が届きました。　２、地区より九州北

部豪雨災害と千葉大規模停電への義援金

の要請がありました。皆様のご協力をお

願いします。　３、来週１７日（木）の

例会は休会です。　４、ロータリーレー

トは１０月から１＄＝１０８円です。

１０月の祝福・委員会報告・友誌紹介
猪巻弘行ニコニコＢＯＸ委員長：１０月

の祝福の紹介。　畠山かおるＳＡＡ：今

日から干支ごとの座席に変わり、一回り

二回り世代を超えた交流を図って頂けれ

ばと思います。　奥山かおるロータリー

の友誌委員長：ＲＩ会長が最初の訪問地

に日本の福島等を選ばれたそうです。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）
恵庭RC中川富雄様:本日はお時間を頂き有難うございました。 柳

清二:令和元年、滝川市政功労賞を淨授いたしました。皆様のお

蔭と感謝いたします。今後とも宜しくお願い申し上げます。 渡

邉恭久:ﾍﾞﾄﾅﾑからの奨学生を迎えて。引率された中川さんをはじ

め恵庭RCﾒﾝﾊﾞｰの例会ご出席を歓迎いたします。 鈴木英光:米山

奨学生フォン様の講話を頂き。又、恵庭RCのﾒﾝﾊﾞｰをお迎えし

て。 入井浩樹:滝川工業高校創立99周年ﾋﾞｱﾊﾟｰﾃｨｰを終える事が

できました。(感謝) 米山奨学生をお迎え出来て。 ※下へ続く

米山記念奨学会委員長より
恵庭ＲＣ川口了久米山記念奨学会委員

長：恵庭ＲＣは５０周年を迎え、初の女

性の会長となり、小学生の相撲・中学生

の野球・高校生は交換留学生・大学生は

米山記念奨学生と、青少年に力を入れて

おります。　篠島由一米山記念奨学会委

員長：今月は米山記念奨学会月間です。

前回のプログラム [ 米山記念奨学生卓話 ]

－ 米山記念奨学生卓話 －
【米山記念奨学会委員会担当例会】

米山記念奨学生

ファム・テュ・フォン様

ベトナム出身の方で、現在

は恵庭市にある北海道文教

大学の外国語学部・国際言

語学科に在籍されていま

す。観光に関する法律と英

語・中国語を授業で学んで

おられ、将来はガイドにな

りたいとのことです。ベト

ナムの文化・文字・通貨・

地理・料理・気候・季節の

行事・生活・恵庭ＲＣでの

活動等の楽しそうな様子を

ご紹介して頂きました。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

安達晃幸：誕生祝い（９月）　西村恒則・工藤信和・深澤和

範・横山和幸・川原弘嗣：結婚祝い　篠島由一：担当例会を終

えて。フォンさん有り難うございました。　上田秀司：９月２

６日担当例会を終えて。　住吉直樹：鷲尾新聞店ぷらたなす掲

載頂き。　ロータリーバンド（佐伯敏和・水原勝之・上田秀

司・坂本和繁・畠山かおる・本間保昭・池田吉隆・冨樫悟）：

柳先生の市政功労表彰祝賀会で演奏させて頂き。柳先生に感謝

を込めて・・・おひねりの一部をニコニコＢＯＸに還元させて

頂きます。　合計６３，０００円　累計４８８，０００円

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和元年10月24日

出席報告　　　10月10日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

97名 1名 11名 58名 30名 66%

■

ゲ

ス

ト

：

ファム・テュ・フォン様（恵庭ＲＣ受入・米山記念奨学

生）　中川富雄様（第２５１０地区米山記念奨学会委

員）　川口了久様（恵庭ＲＣ米山記念奨学会委員長）　

館内正子様（米山記念奨学生受入カウンセラー）

【 今週の寄付 】（敬称略）

◆米山： 熊谷美由紀・高山訓正

◆財団： 熊谷美由紀

第3156回　例会報告　令和元年10月10日（木）

会長挨拶
２週続きの移動例会と千歳での地区大会ご苦労様でした。意外にコンパクトな大会で今後はあのようなスタイル

になるのかなと思いました。とてもいい勉強をさせて頂きました。講師をされたＲＩ会長代理の本田さんはＲＣ

は変わらなければ、進歩しなければならないと言っておられました。ベーシックな部分はそのままにして、差支

えない部分は変えるべきだということだと理解しました。多く奉仕しした者は多く報われるとも話されていまし

た。また、ノーベル化学賞を日本人の吉野さんが受賞されたニュースはとてもうれしいです。科学者として成功

したのは何事にも興味を持ち挑戦することと言っておられ、これが研究者としての基本なのかと思いました。


